
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
梅ヶ島・大河内地区共創モデルプラットフォーム
【実施主体】静岡型MaaS基幹事業実証プロジェクト
【共創パートナー】大河内・梅ヶ島地区自治会連合会（交通）

静岡市中山間地域振興課（自治体）
大河内生涯学習交流館（運営）
梅ヶ島生涯学習交流館（運営） 他

① 谷が深く地域内拠点までの距離が遠い地域特性にあっ
たデマンド交通サービスの実証

② 外出しやすい料金体系の検討
③ 都市的サービスを地域内で享受できるモビリティマル

シェの実施
④ 住民参加型ワークショップの実施
⑤ 将来に向けての地域内交通の活用方法の検討、及び地

域経営組織の検討

• 地域交通の維持・存続に向けて、地域経営組織の事業
案を具体化する。

• 地域の”担い手” が中心となり、地域運行組織の確立を
目指す。

少子高齢化に伴う人口減少が進んでおり、買い物等の生活に
必要な機能の維持や、機能にアクセスするための移動手段の確
保が大きな懸案となっている。

都市的機能を有する拠点の構築と地域特性に応じたデマンド交通による地域づくり （静岡県静岡市）

まちづくり×交通
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